
令和５年度社会福祉法人ひまわり会 事 業 計 画   

１ ひまわり会の運営の方向性について 

『 多くの皆さんの期待に応え、永続性あるひまわり会に』 

（１） ひまわり会のスタート 

ひまわり会は、作業所時代を経て、平成１１年６月に社会福祉法人ひまわ 

       り会としてスタートしました。以来、支援してくださる多くの皆さんの前向きな 

努力により、信頼される法人、各施設を目指してきました。 

        それは確実に実行され、利用者の皆さんも徐々に増え、１００名を数えるよ

うになりました。 

（２） 利用者さんの期待に応える支援 

重い障害のある方も、「ひまわり会なら大丈夫よい支援をしてもらえる」と、 

選んでいただいてきました。これも、支援してくださる多くの皆様、役員の皆様、 

保護者の皆様、後援会の皆様、そして職員の力も大きかったと思います。 

（３） コロナウイルスの影響 

令和４年度も、新型コロナウイルスに社会全体が翻弄され、ひまわり会もそ 

の影響を大きく受けました。感染予防のための施設の消毒その他予防対策 

をとりましたが、利用者さんの支援では、外出、行事もできず、満たされない 

毎日を過ごさざるを得ませんでした。  

また、授産事業でも、市内外の販売会が軒並み中止を余儀なくされ、食 

品を中心に、大きく売り上げが落ちました。その他の販売や工芸品の工夫、 

企業さんの応援で、授産事業は前年並み、あるいはそれを超える部門もあり、 

ありがたいことでした。 

ただ、５年度もコロナの影響は依然大きいと思われ、先行きは相変わらず 

不透明です。状況を読みながら、新たな授産事業の開発など、工夫していく 

必要があります。 

（４） 障がい福祉を取り巻く環境とひまわり会の永続性の確保 

国の政策や社会環境の変化の影響もあり、利用者さん・保護者の皆さん 

が望む支援ができていない面があります。 

時代にあった法人の経営計画を立て、期待される法人として、より良い利 

用者さんの支援や、財務の安定に向けて、経営側の努力を皆さんの協力を 

得て、積み重ねていかなければなりません。 

そして、職員の力を結集し、支援してくださる多くの皆さんの力をお借りしな

がら、さらに信頼され、永続性のあるひまわり会にしていかなければなりません。 



Ⅱ 基本理念と基本方針 

(ひまわり会のめざすもの（理念）) 

私たちは 障がいの種別や重さにかかわらず  

一人ひとりの願いや思いを大切にします 

(基本方針） 

１ 明るく地域に開かれた施設をめざします 

２ 心身ともに健康で思いやりがあり 互いに協力し合う利用者・職員をめざします 

３ 将来もこの地で安心して暮らし続けられる地域づくりを進めます 

４ 障がいがあっても他の市民と同じ権利が保障されるように運動を進めます 

１ 社会福祉法人ひまわり会の永続性の確保 

（１）「ひまわり会の永続性」 

法人としての経営計画策定に向けて取り組むとともに、５年度の事業計画の 

基本は「ひまわり会の永続性の確保」であり、「ひまわり会の経営の安定」であ 

り、「社会への貢献」です。 

 そのためには今後どう取り組み、どう運営していくかが大切になります。 

（２）「持続可能な社会」 

      その背景にある、日本いや世界の大きな課題である「持続可能な社会」を創 

っていく基本の上に、「社会福祉法人ひまわり会」も成り立っています。 

   〇「持続可能な社会」とは 

    「地球環境や自然環境が適切に保全され、将来の世代が必要とするものを損 

なうことなく、現在の世代の要求を満たすような開発が行われている社会」が 

定義になっています。 

    ・世界的には、貧困、人口増加、自然破壊、温暖化、紛争・・・が大きな問題にな 

っています。 

    ・日本での大きな課題の一つは、少子化と高齢化であり、ひまわり会にも大きな 

影響を与えています。 

   〇そして、今、「持続可能な社会」に大きな壁となっているのが新型コロナである 

ことは、言うまでもありません。 

   〇また、ロシアのウクライナ侵攻は、ウクライナの人々を迫害し続けてい 

ると同時に、世界の秩序も破壊し、経済にも大きな影響を与えていま 

す。その動向は予断を許しません。 

 

 



Ⅲ 「ひまわり会の永続性の確保」のための基本と具現化の目標 

１ 利用者さんのやりがい、生きがいのある法人であること 

２ 保護者の皆さんや地域に貢献できる法人であること 

３ 財務を安定させ、持続可能な法人となること 

４ 職員の働き甲斐のある法人であること 

１ 利用者さんのやりがいと生きがいのある法人になるために 

（１）利用者さんに寄り添い、望む支援ができるよう心がけます。 

（２）研修を重ね、個々の利用者さんにあった支援を心がけます。 

（３）コロナの感染を防止しながら、可能な生活支援、外出支援、行事に取り組みま 

  す。 

（４）授産事業の工夫をしながら、工賃の確保、向上に努めます。 

２ 保護者の皆さんや地域に貢献できる法人になるために 

（１）保護者の皆さんのニーズ、地域のニーズをつかみ、応えることができるところか 

ら取り組んでいきます。 

（２）施設ごとの通信、後援会報、ホームページ、フェイスブック等を通じて情報を発 

信していきます。 

（３）保護者の皆さんへの運営の説明と報告を積極的に行うために、通信等で伝え、 

理解を図る取り組みを進めます。 

３ 財務を安定させ、持続可能な法人になるために 

（１）常に収支に注目しながら、改善のための方策を、専門家等に助言を仰ぎながら 

進めます。 

（２）新たな利用者さんに選ばれる法人になるために、実習や体験希望者を大切に

していきます。 

（３）重点として取り組むべきところを大切にしながら、あらゆる分野を対象にして経 

費の削減を、進めます。 

４ 職員の働き甲斐のある法人になるために 

（１） 職員の事業や運営への参画をさらに進め、やりがい生きがいを感じられるよう 

に取り組みます。 

（２）勤務環境や待遇の改善を進め、働きやすい環境づくりに努めます。 

（３）就業規則にある、取得可能な制度の利用に努めます。 

（４）それぞれの職員が、利用者支援や法人運営にかかわるためのレベルアップを 

目指せるように、研修の充実に努めます。 

 



Ⅳ 当面の運営上の課題 

１ 財務の健全化 

（１） 燃料費などの支出増加や、働く環境改善のための人件費等の増加の原因を 

   精査し、対応に取り組みます。 

（２）財務の健全化のために財務分析、対応策のあり方について、専門家から助言 

を得ます。 

（３）得られる加算等を探るとともに、可能な経費の削減に努めます。 

２ 職員の育成と確保 

（１） 今後の法人運営のために、法人の状況を職員に周知するとともに、運営への 

参画を図ります。 

（２） 職員の個々の育成と法人運営のために資する資格取得を進めます。 

（３） 職員の確保のために、待遇改善や、職場環境の改善を進めます。 

（４） 公的な求人機関の他に、ホームページの活用や就職情報会社の活用とともに、 

保護者の皆さん、地域の皆さんに情報を伝え、職員の確保を図ります。 

３ コロナ感染防止対策 

（１）今まで進めてきた感染防止策（マスク、手洗い、検温、手指消毒、施設の消毒等） 

を今後も進めます。 

（２） 法人として利用者さん、職員にワクチン接種を勧め、その機会を提供します。 

（３） 保健所等関係機関に指導を仰ぎながら、法人としての感染防止策、もしもの 

  場合の対応策に取り組みます。 

（４）保護者の皆さん、職員向けに感染防止情報を今後も発信し、感染防止に努め 

ます。 

Ⅴ きょうされんと連携した活動 

（１） 「きょうされん第 45回全国大会㏌東北・いわて」に関わり、学んだことを今後 

のひまわり会の運営や日々の業務、さらにきょうされん活動に活かしていきます。 

（２） 引き続き、きょうされん岩手支部の活動の中心となり、支部活動や利用者さん

の権利や地位向上のための運動に積極的に関わります。 

Ⅵ スペシャルオリンピックス日本・岩手 県南ブランチの事務局として運

営に取り組みます   

（１） 令和 3年 11月に発足した県南ブランチの事務局として、岩手事務局と連携  

   し、活動・運営に取り組むとともに、新たな事務局育成に取り組みます。 

（２）アスリートが望み、活動可能なボッチャ、フライングディスク、陸上競技、水泳、ボ 

   ウリング等の活動の運営に取り組みます。 



※ 資料 令和５年度の利用者定員と利用者、職員 

 

 

 

 

事業所名 区分別 定員 利用者数 職員数 

ひまわり園 就労継続Ｂ型 １７名 ２０名 28名 

生活介護 ２３名 ３０名 

日中一時 (１５名) (登録者 41

名) 

  3名 

すてっぷ 就労継続Ｂ型 ２０名   ２５名 １４名 

はっぴぃ 

ウイング 

生活介護 ２０名   ２６名 １８名 

地域生活支

援センター 

共同生活援助事

業所ひまわり荘 

   ２名 

相談支援事業所

ひまわり 

   ３名 

  計  ８０名  １０１名 ６８名 

ひまわり荘 共同生活援助 ５名   ５名 ５名 

とも 共同生活援助  １０名  １０名 １１名 

柿の木荘 共同生活援助   ４名   ４名  ３名 

   計     1９名  １９名 

 合 計    ８７名 


